
徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

一

政
党
の
支
部

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

日

本

維

新

の

会

衆

議

院

会
計
責
任
者
の

令

和

六

年

吉

田

知

代

吉

田

知

代

六

川

鉄

平

徳
島
県
第
１
選
挙
区
支
部

氏
名

四

月

一

日

自

由

民

主

党

会
計
責
任
者
の

令

和

六

年

坂

千

代

克

彦

原

裕

二

酒

巻

英

紀

徳

島

県

遺

族

会

支

部

氏
名

四

月

一

日

日

本

維

新
の

会

衆

議

院

会
計
責
任
者
の

令

和

六

年

祝

聡

祝

聡

祝

章

子

徳
島
県
第
２
選
挙
区
支
部

氏
名

四

月

一

日

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

と

く

し

ま

分

権

自

治

令

和

六

年

藤

岡

一

雄

代
表
者
の
氏
名

藤

岡

一

雄

中

野

輝

行

フ

ォ

ー

ラ

ム

三

月

十

一

日

会
計
責
任
者
の

令

和

六

年

金

森

え

み

こ

後

援

会

田

中

康

史

郎

青

木

圭

子

島

津

公

徳

氏
名

三

月

十

九

日

会
計
責
任
者
の

令

和

五

年



徳

島

県

民

社

協

会

武

知

浩

之

笠

井

一

輝

鴻

池

達

也

氏
名

六

月

二

十

四

日

主
た
る
事
務
所
の

板
野
郡
板
野
町
矢
武
字
鏡
松
六

板
野
郡
板
野
町
大
寺
字
岡
ノ
前

令

和

六

年

藤

田

ち

ほ

後

援

会

藤

田

千

穂

七
三－

三
ホ
ウ
セ
ン
ビ
ル
一－

所
在
地

九

五

三

月

二

十

七

日

藤

本

忠

後

援

会

藤

本

忠

後

援

会

令

和

六

年

市

原

直

哉

政
治
団
体
の
名
称

藤

本

忠

後

援

会

（

志

忠

会

）

（

志

忠

会

）

三

月

二

十

七

日

会
計
責
任
者
の

令

和

六

年

徳
島
県
水
落
敏
栄
後
援
会

坂

千

代

克

彦

原

裕

二

酒

巻

英

紀

氏
名

四

月

一

日

日

本

遺

族

政

治

連

盟

会
計
責
任
者
の

令

和

六

年

坂

千

代

克

彦

原

裕

二

酒

巻

英

紀

徳

島

県

本

部

氏
名

四

月

一

日

日

本

精

神

科

病

院

令

和

六

年

櫻

木

章

司

代
表
者
の
氏
名

櫻

木

章

司

鈴

木

和

人

徳

島

県

政

治

連

盟

四

月

一

日

令

和

六

年

山

西

く

に

お

後

援

会

須

見

昌

輝

代
表
者
の
氏
名

須

見

昌

輝

武

市

謙

一

四

月

一

日


